




































































































































































決算期 1998.3 1999.3 2000.3 2001.3 2002.3
花王販売売上高 166,054 166,533 464,008 473,656 475,600
決算期 2003.3 2004.3 2005.3 2006.3 2007.3
花王販売売上高 481,956 500,949 518,903 516,676 539,358
決算期 2008.3 2009.3










































































































































































































































































地域 設立数 1974年末 1979年末 1984年末 1988年末 1988年末の販社名
北海道 8 6 2 1 1 北海道
東　北 15 12 11 6 1 東北
関　東 11 11 8 5 3 北関東，新潟，長野
東　京 30 15 14 3 3 東京，千葉，埼玉
東　海 17 14 13 11 3 東海，静岡，北陸
近　畿 20 12 12 11 1 近畿
中　国 12 9 8 8 8 （略）
四　国 10 5 5 5 1 四国
九　州 15 12 12 9 2 九州，沖縄


























































































































































新 LC（共配型） 分散型 LC 完結型 LC





































































































































































































































































































製 品 別 1967年下期 1968年 1969年 1970年
既 製 品 15,451 28,200 28,538 28,496
新 製 品 1,743 7,498 9,513 15,573
合 計 17,194 35,698 38,051 44,069
新製品構成比率 10.1 21.0 25.0 35.3

















































































































製 品 別 1982年 1983年 1984年 1985年
既 製 品 2,194 2,214 2,275 2,307
新 製 品 298 392 642 935
合 計 2,492 2,606 2,917 3,242
新製品構成比率 12.0 15.0 22.0 28.8
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40）イトーヨーカ堂に対するセンターフィーは2.4％となっており，他のチェーンであっても提案のほとんどが２％
台となっており，競合他社の５～７％と比較すると非常に低いことが分かる。
41）花王が提案する TC型センターも，その内容によって３つに区分することができる。一つは，カテゴリー仕分型
であり，RIOS（ランダム・インプット・アウトプット・システム）と呼ばれるケース単位の自動倉庫とピース・
ソーターを組み合わせたシステムで詳細なカテゴリー納品を可能にする。二つ目は，ダイレクト検品・仕分型と
呼び，詳細な仕分けを必要としないドラッグ・ストアに提案している。三つ目は，T/C型で店別に仕分けされ，
納品された荷物を一括して配送することができる。
42）花王販売の物量に共同配送の物量を加えた実績である。
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